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688号

令和 3 年 8 月末現在

世帯2,021戸（ー  7）
男 2,045人（ー  7）
女 2,145人（ー  1）
計 4,190人（ー  8）

　令和３年８月１３日（金）から１５日（日）にかけて、
活発な前線の影響により記録的な大雨となりました。
１４日（土）には荻原宮戸地区で大規模な土石流が発生
し、大量の土砂と流木が国道１９号にまで流れてきまし
た。この土砂災害により１９号は一時完全通行止め、
さらに水道施設の被災により町内一部地域で
長期間の断水となりました。
　　　　　　　　　　　（関連記事　２Ｐ）

令和3年8月豪雨災害　国道19号に土砂流出
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令
和
三
年
八
月
の
十
一
日︵
水
︶か
ら

十
五
日︵
日
︶に
か
け
て
、活
発
な
前
線

の
影
響
に
よ
り
、全
国
各
地
の
広
い
範

囲
で
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
、
河
川
の

氾
濫
や
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
八
月
十
三
日︵
金
︶

か
ら
降
り
続
い
た
雨
の
影
響
に
よ
り
、

土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な

り
、
八
月
十
四
日
︵
土
︶
に
は
荻
原
宮

戸
地
区
で
、
大
規
模
な
土
石
流
が
発
生

し
、
住
宅
二
軒
が
被
災
、
水
道
施
設
の

被
災
に
よ
り
一
部
地
区
で
は
長
期
間
の

断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
土

砂
や
流
木
が
国
道
十
九
号
ま
で
流
出
し

た
た
め
、
一
時
全
面
通
行
止
め
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
豪
雨
で
は
幸
い
に
も
負
傷
者

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
内
各
地
で

土
砂
崩
落
が
発
生
し
、町
道
、林
道
の
通

行
止
め
、床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
出

ま
し
た
。

　
﹁
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
﹂
の
意
識

を
持
ち
、
平
時
か
ら
災
害
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
な
ど
、
自
宅
の
災

害
リ
ス
ク
や
、
災
害
時
に
と
る
べ
き
行

動
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
に
備
え
て
家
庭
内

備
蓄
の
用
意
や
、
マ
ス
ク
等
避
難
所
で

の
感
染
防
止
対
策
の
準
備
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

●前線による大雨に伴う対応状況
8月 14日 8時 00分 第一次警戒体制を設置

13時 30分 災害警戒本部を設置
13時 50分 土砂災害警戒情報　発表
15時 00分 上松町公民館、ふれあい交流広場おぎに避難所開設
15時 40分 災害警戒本部から災害対策本部へ切り替え設置
15時 50分 土砂災害発生の恐れがあるため、東奥地区（32世帯 94名）に避難指示を発令
17時 30分 荻原宮戸地区で土石流が発生（国道19号線荻原地区B&Gプール上付近）

土石流の影響で国道19号線通行止め
立町・倉本地区で水道断水

18時 10分 土砂災害の発生により、荻原宮戸地区（5世帯 10名）に避難指示を発令
18時 40分 土砂災害発生の恐れがあるため、町内全域（避難指示区域を除く）に高齢者等避難

を発令
8月 15日 5時 30分 牧尾ダム緊急放流による木曽川水位上昇に伴う氾濫の恐れがあるため、木曽川沿い

の上条地区（6世帯 23名）、正島地区（26世帯 50名）、島地区（87世帯 183名）、
立町地区（10世帯 19名）、諸原地区（12世帯 25名）、倉本下条地区（12世帯 20
名）に避難指示を発令

9時 10分 上条、正島、島、立町、諸原、倉本下条地区の避難指示を解除
15時 30分 東奥地区の避難指示を解除
21時 50分 土砂災害警戒情報　解除

8月 16日 9時 30分 町内全域（避難指示区域を除く）の高齢者等避難を解除
8月 20日 9時 00分 荻原宮戸地区の避難指示を解除
8月 21日 11時 30分 ふれあい交流広場おぎの避難所閉鎖

17時 00分 上松町公民館の避難所閉鎖

令
和
三
年
八
月
豪
雨
災
害
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八
月
十
四
日
午
後
五
時
二
十
五
分
に
準
用
河

川
宮
戸
沢
で
発
生
し
た
土
石
流
に
よ
り
宮
戸
地

区
の
宮
戸
橋
及
び
宮
戸
上
橋
が
流
出
し
、
橋
梁

に
添
架
し
て
あ
っ
た
水
道
管
も
流
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
河
原
木
曽
官
材
市
売
貯
木
場
横
の

町
道
に
埋
設
し
て
あ
っ
た
水
道
本
管
が
、
土
石

流
に
よ
り
破
裂
し
た
こ
と
で
、
大
規
模
か
つ
長

期
間
の
断
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
、
復
旧
に
向
け
た
経
過
を
下
記
に
ま
と

め
ま
し
た
。

●令和3年8月豪雨　水道施設の主な被災・復旧状況
8月 14日（土）
午後5時 25分

・荻原地区・準用河川宮戸沢の土石流により水道本管が流出。
（断水区域：荻原地区の一部、立町、倉本上条、倉本下条地区　）
・荻原水源堰堤が土石流の発生により取水不能となる。
・荻原浄水場で、強い濁水によりろ過不能となる。
・給水タンクを各戸配布し、給水対応を職員により開始。
・仮設給水所を設置する。（ねざめ学園・倉本集会所）

8月 15日（日） ・荻原水源堰堤内の堆積土砂排出作業を開始する。
・諸原地区からの仮設配水管の手配を行う。
・荻原浄水場のろ過機故障対応のため、修理手配を行う。
・給水タンクによる給水対応を職員で継続。

8月 16日（月） ・荻原水源堰堤内の堆積土砂の排出作業継続。
・諸原地区からの仮設配水管の施工完了・送水開始。（立町、倉本地区に送水）
・諸原配水池の濁り解消のため、仮設ろ過装置の手配を行う。
・災害相互応援協定に基づき、松本市に応援給水を依頼する
・給水タンクによる給水対応を職員で継続
・仮設給水所を増設する。（倉本上条地区・下河原公園）

8月 17日（火） ・諸原配水池に仮設ろ過機を設置・稼働開始。
・荻原浄水場ろ過機修理完了・稼働開始。
・松本市による応援給水対応を開始
・給水タンクによる給水対応を職員で継続

8月 18日（水） ・下河原地区に仮設配水管を布設開始。
・水質検査を依頼する。
・松本市による応援給水対応継続
・給水タンクによる給水対応を職員で継続

8月 19日（木） ・下河原地区の仮設配水管布設完了　
・仮設管に通水を開始する。　・水質検査を依頼する。
・給水タンクによる給水対応を職員で継続

8月 20日（金）
正午12時 30分

・応急給水工事により断水解消・水質検査の結果により、復旧の広報を行う。
・給水タンク配布戸数111戸、事業所等8戸
・松本市応援給水2日間

〇宮戸沢の土石流発生による被災状況

〇松本市からの災害応援給水

令
和
三
年
八
月
豪
雨

上
水
道
施
設
被
災
状
況
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八
月
三
十
一
日
︵
火
︶
に
上
松

小
学
校
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
地
震
に
よ
り
給

食
室
か
ら
出
火
し
た
想
定
で
行
わ

れ
、
地
震
を
知
ら
せ
る
放
送
が
流

れ
る
と
、
子
供
た
ち
は
一
斉
に
机

の
下
に
入
り
、
身
を
守
る
行
動
を

と
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
子
供
た
ち
は
先
生
の

話
を
よ
く
聞
き
、
校
庭
へ
避
難
し

ま
し
た
。
今
回
の
訓
練
で
は
防
火

扉
が
閉
め
ら
れ
、
避
難
経
路
も
今

ま
で
の
も
の
か
ら
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
が
、
子
供
た
ち
は
慌
て
る
こ

と
な
く
、
落
ち
着
い
て
避
難
で
き

ま
し
た
。

　

反
省
会
で
池
井
校
長
先
生
は

﹁
昭
和
五
十
九
年
に
王
滝
村
で
大

き
な
地
震
が
あ
り
、
多
く
の
犠
牲

者
と
被
害
が
出
ま
し
た
。
上
松
町

で
も
大
規
模
な
災
害
が
起
こ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
が

住
む
場
所
の
こ
と
を
よ
く
知
り
、

も
し
も
の
時
に
自
分
の
身
を
守
れ

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
訓
練
で
は
上
松
町
消
防

上
松
小
学
校
避
難
訓
練

　

常
盤
町
区
で
は
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
で
あ
る

﹁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
﹂
を

活
用
し
、
常
盤
町
集
会
所
に
お
い

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
備
品

︵
机
・
椅
子
・
冷
暖
房
エ
ア
コ
ン
・

掃
除
機
・
冷
蔵
庫
︶
を
整
備
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
集
会
所
利
用
者

の
利
便
性
向
上
、
交
流
促
進
が
図

ら
れ
、
地
区
の
さ
ら
な
る
活
性
化

に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」と
は

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

必
要
な
備
品
や
集
会
所
の
整
備
等

に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強

化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
事
業
で
あ
り
、
一
般
財
団
法

人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
収
益
金
を
財
源
と
し
て
行
う
も

の
で
す
。

団
本
部
の
方
た
ち
に
、
子
供
た
ち

の
避
難
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

訓
練
の
講
評
で
澤
木
副
団
長
は

﹁
皆
さ
ん
落
ち
着
い
て
避
難
で
き

て
い
ま
し
た
。
も
し
も
の
時
に
身

を
守
る
た
め
に
は
、
放
送
や
先
生

の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
、
周
り
の

様
子
を
見
て
、
状
況
を
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
今
日
の
避
難
訓
練

で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

で
整
備
し
ま
し
た
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八
月
二
十
四
日
︵
火
︶
に
上
松

中
学
校
で
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
地
震
に
よ
る
火

災
発
生
を
想
定
し
た
も
の
で
、
地

震
発
生
の
放
送
が
流
れ
る
と
、
生

徒
た
ち
は
す
ぐ
に
机
の
下
に
隠
れ

る
等
、
身
を
守
る
行
動
を
と
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
火
災
に
よ
る
避
難
指

示
が
出
る
と
、
先
生
方
の
指
示
の

も
と
生
徒
た
ち
は
避
難
行
動
を
と

り
、
北
側
駐
車
場
へ
と
移
動
し
ま

し
た
。

　

訓
練
に
は
木
曽
広
域
消
防
本
部
、

町
消
防
団
第
三
分
団
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
の
訓
練
の

様
子
を
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

避
難
訓
練
後
の
講
評
で
は
消
防

本
部
山
岸
さ
ん
が
﹁
避
難
の
際
に

大
切
な
の
は
落
ち
着
い
て
行
動
す

る
こ
と
で
す
。
焦
ら
ず
、
一
息
を

つ
い
て
周
囲
を
確
認
す
る
程
度
の

余
裕
を
持
て
る
と
い
い
で
す
。
自

分
の
命
は
自
分
で
守
る
こ
と
を
覚

え
て
く
だ
さ
い
﹂
と
話
し
ま
し
た
。

　

訓
練
の
後
に
は
、
秋
山
校
長
先

生
に
よ
る
、
防
災
に
関
す
る
講
座

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
当
時
南
木
曽
中
学
校

に
努
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成

二
十
六
年
七
月
に
発
生
し
た
、
南

木
曽
町
梨
子
沢
土
石
流
災
害
の
様

子
と
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
こ
と
に

つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　
﹁
自
然
は
人
に
比
べ
て
と
て
も

大
き
な
存
在
で
す
。
ど
ん
な
災
害

が
起
き
や
す
い
か
周
辺
の
自
然
に

つ
い
て
知
っ
て
お
く
こ
と
、
も
し

も
の
際
の
準
備
を
行
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
被
災
し
て
折
れ

そ
う
な
心
を
救
う
の
は
、
人
の
言

葉
や
行
動
で
す
﹂
と
生
徒
た
ち
に

教
え
ま
し
た
。

　

見
帰
区
の
住
民
有
志
の
皆
様
は
、

国
が
進
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ

ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
︵
Ｖ
Ｓ
Ｐ
︶

に
よ
り
、
国
道
施
設
周
辺
の
景
観

向
上
及
び
良
好
な
道
路
空
間
の
確

保
に
努
め
る
べ
く
、
国
道
美
化
活

動
に
長
年
尽
力
さ
れ
た
功
績
か
ら
、

こ
の
度
道
路
愛
護
表
彰
︵
中
部
地

方
整
備
局
長
表
彰
︶
を
受
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

Ｖ
Ｓ
Ｐ
は
、
国
道
沿
線
の
地
元

住
民
と
道
路
管
理
者
、
支
援
す
る

上
松
町
の
三
者
に
よ
る
協
定
を
締

結
し
、
国
道
周
辺
の
草
刈
り
、
ゴ

ミ
拾
い
、
植
樹
等
の
美
化
清
掃
に

参
加
頂
き
、
快
適
な
道
づ
く
り
を

進
め
て
い
こ
う
と
す
る
活
動
で
す
。

　

見
帰
区
で
は
、
平
成
十
七
年
九

月
に
協
定
を
締
結
し
、
国
道
十
九

号
線
上
松
第
一
ト
ン
ネ
ル
上
部
の

清
掃
や
草
刈
り
、
花
壇
づ
く
り
等

の
美
化
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
平
成
二
十
八
年
に
は
飯
田
国

道
事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
も
贈
呈

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
来
な
ら
八
月
二
十
三
日
に
表

彰
式
が
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

八
月
十
四
日
の
豪
雨
災
害
の
影
響

に
よ
り
式
は
中
止
と
な
り
、
賞
状

の
授
与
の
み
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

見
帰
区
皆
様
方
の
美
化
活
動
に

よ
り
、
国
道
が
良
好
な
状
態
で
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
区
の
皆
様
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す
。

見
帰
区
　
道
路
愛
護
表
彰

︵
中
部
地
方
整
備
局
長
表
彰
︶
授
賞

上
松
中
学
校
避
難
訓
練
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【
德
永 
久
国 
隊
員
】

　

少
し
ず
つ
朝
晩
が
涼
し
く
な
っ

て
き
て
、
短
い
夏
の
終
わ
り
を
告

げ
ら
れ
る
の
も
い
よ
い
よ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　

こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
德
永
で
す
。

　

今
回
は
、
杢
︵
も
く
︶
に
つ
い

て
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
杢
と

は
通
常
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
木
目
と

は
異
な
る
複
雑
な
模
様
の
こ
と
で

す
。
そ
の
希
少
さ
と
綺
麗
な
見
た

目
か
ら
高
値
が
つ
い
た
り
、
家
具

の
見
せ
場
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
使

用
さ
れ
ま
す
。
種
類
も
様
々
で
、

縮
杢
や
玉
杢
、
鳥
眼
杢
、
ス
ポ
ル

テ
ッ
ド
、
泡
杢
、
波
杢
、
リ
ボ
ン

杢
、
瘤
杢
、
孔
雀
杢
、
虎
斑
杢
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
ど
れ
も
綺
麗
な

も
の
ば
か
り
な
の
で
す
が
、
一
つ

ひ
と
つ
紹
介
す
る
と
か
な
り
の
字

数
に
な
る
の
と
、
実
際
に
わ
た
し

が
手
に
入
れ
て
い
る
の
は
ご
く
わ

ず
か
で
、
す
べ
て
を
写
真
で
紹
介

で
き
な
い
た
め
、
残
念
で
す
が
割

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
杢
は
樹
種
に
よ
っ

て
出
る
も
の
や
出
や
す
い
も
の
が

決
ま
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。
例
え

ば
虎
斑
杢
は
楢
や
樫
な
ど
放
射
組

織
を
持
つ
木
に
、
孔
雀
杢
は
柿
の

木
に
し
か
出
ま
せ
ん
し
、
栃
と
い

え
ば
ス
ポ
ル
テ
ッ
ド
や
縮
杢
、
楓

と
い
え
ば
鳥
眼
杢
や
縮
杢
が
出
や

す
い
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

と
は
い
え
縮
杢
な
ん
か
は
い
ろ

い
ろ
な
樹
種
で
み
ら
れ
る
の
で
、

一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
も

ま
た
木
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

　

掲
載
し
た
写
真
は
そ
れ
ぞ
れ
栃

の
瘤
杢
、
楓
の
縮
杢
と
鳥
眼
杢
、

栗
の
縮
杢
、
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ル

ナ
ッ
ト
の
縮
杢
、
山
桜
の
縮
杢
で

す
。
こ
れ
ら
で
木
工
品
を
作
っ
た

ら
そ
れ
は
も
う
綺
麗
で
す
よ
！

　

最
後
に
、
杢
っ
て
木
工
の
世
界

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
知
ら
な

い
分
野
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
木

と
い
う
マ
テ
リ
ア
ル
に
つ
い
て
、

ど
こ
か
知
っ
た
気
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
に
も
奥
が
深
い
。

材
料
特
性
だ
け
で
も
奥
が
深
い
の

に
、
こ
こ
に
さ
ら
に
加
工
の
世
界

が
乗
っ
か
っ
て
く
る
ん
で
す
。
す

ご
い
情
報
量
な
ん
で
す
。
ま
だ
ま

だ
刺
激
に
は
困
り
そ
う
に
も
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
ま
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

山
桜
の
縮
杢

栗
の
縮
杢

ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ォ
ル
ナ
ッ
ト
の
縮
杢

楓
の
鳥
眼
杢

栃
の
瘤
杢

楓
の
縮
杢
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上松町空き家バンクについて

　上松町では定住促進による地域の活性化を図ることを目的に、町が空き家の売買や賃貸
に関する情報提供を受け、それらの物件情報を公開することにより定住・移住希望者の住
宅確保を支援する制度「空き家バンク」を行っています。
　町内にある空き家を売りたい、貸したい方や上松町に住みたいので空き家を買いたい、
借りたい方は、ぜひご利用ください。
　詳しい内容や申し込み、現在公開されている空き家情報を知りたい方は、上松町HPの
「上松町空き家バンク制度のご案内」をご覧ください。

URL　http://www.town.agematsu.nagano.jp/gyousei/kurashi/Planning_finance/akiya.html

お問い合わせ先　上松町役場　企画財政課　企画政策係　ＴＥＬ０２６４－５２－４９０１

　

元
町
議
会
議
員
の
澤
木
政
良

氏
︵
八
十
三
歳
︶
が
、
令
和
三

年
五
月
二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。

　

氏
は
、
平
成
十
一
年
四
月
の

上
松
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で

当
選
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月

ま
で
の
四
期
十
六
年
の
永
き
に

わ
た
り
在
職
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
議
会
報
編
集
委
員
会
委

員
長
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
、
自
立
促
進
特
別
委
員

会
委
員
長
、
総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
町
の
教

育
、
文
化
、
福
祉
の
向
上
、
地

域
の
活
性
化
等
に
ご
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
九
年
五
月
か

ら
平
成
二
十
五
年
五
月
ま
で
の

間
、
上
松
町
議
会
副
議
長
の
重

責
を
務
め
、
議
長
を
補
佐
し
卓

越
し
た
指
導
力
と
統
率
力
を

も
っ
て
議
会
の
円
滑
な
運
営
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
氏
の
功
績
等
に

よ
り
﹁
旭
日
単
光
章
﹂
を
受
章

さ
れ
、過
日
、八
月
三
十
日︵
月
︶

に
ご
遺
族
に
叙
勲
証
書
と
勲
章

を
伝
達
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

氏
の
地
方
自
治
発
展

に
お
け
る
ご
功
績
に
深

甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

元
町
議
会
議
員

 

故 

澤
木
政
良
氏 

叙
勲
受
章

アクセス用
QRコード
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　受信環境クリーン月間
テレビ・ラジオの受信障害に関するお知らせ

　１０月は、テレビ・ラジオ放送の受信障害の防止対策を推進する「受信環境クリーン月間」です。
　放送電波の受信障害とは、家庭用・工業用電気製品から発生する電気雑音、テレビ受信用ブース
ターの異常発振、不法無線局からの電波、高層建築物によるビル陰障害等によって、良好な放送の
受信ができなくなるものです。特に、不法無線局から発射される強力な電波（不法電波）により、
テレビ・ラジオなどが妨害を受けるケースもあり、電波利用環境の悪化が懸念されています。
　テレビがきれいに映らない、ラジオに雑音が入るといった電波に関することは、総務省信越総合
通信局までお気軽にご相談下さい（無料）。

【問い合わせ先】　総務省　信越総合通信局
　★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること
　　　受信障害対策官　（電話：０２６－２３４－９９９１）
　★無線設備への混信・妨害及び違法な無線設備の情報に関すること。
　　　監視調査課　（電話：０２６－２３４－９９７６）
　★その他、情報通信の行政相談に関すること
　　　総合通信相談所　（電話：０２６－２３４－９９６１）
　　　ホームページ　http://www.soumu.go.jp/soutsu/shinetsu/

　

上
松
町
内
で
は
八
月
三
十
日
か
ら
九

月
四
日
ま
で
の
五
日
間
に
、
人
身
事
故

二
件
、
物
損
事
故
六
件
、
計
八
件
の
交

通
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
交
通
事
故
も
昼
夜
問
わ
ず

発
生
し
て
お
り
、
安
全
確
認
不
足
や
集

中
力
の
欠
如
が
事
故
の
原
因
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

こ
の
交
通
事
故
多
発
を
受
け
て
、
上

松
町
交
番
と
町
交
通
安
全
協
会
は
九
月

三
日
︵
金
︶
に
、
国
道
十
九
号
沿
い
の

交
通
機
動
隊
前
で
、
の
ぼ
り
旗
を
持
っ

て
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
る
人
波
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
次
の
五
点

に
注
意
し
て
、
運
転
手
だ
け
で
な
く
歩

行
者
も
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

町
内
交
通
事
故
多
発

交
番
・
交
通
安
全
協
が
人
波
作
戦
実
施

・「運転時は緊張感を保ち、運転に集中する」
・「夜間の外出は反射材などを利用して、運転手から
目立つようにする」

・「道路を横断するときは、横断歩道を利用する」
・「前方、後方をしっかり確認して運転する」
・「スピードを抑えた運転を心がける」
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特殊詐欺にご注意ください。 
長野県内では、キャッシュカード狙いの詐欺や架空請求詐欺など、特殊詐欺の被害が急増しています。 
特殊詐欺は他人ごとではありません。被害にあわないために手口の特徴を把握し、電話機を常時留守番電話設定
にするなど、日ごろから対策をしましょう。 

 

　長野県内では、キャッシュカード狙いの詐欺や架空請求詐欺など、特殊詐欺の被害が急増しています。
　特殊詐欺は他人ごとではありません。被害にあわないために手口の特徴を把握し、電話機を常時留守番電話
設定にするなど、日ごろから対策をしましょう。

特殊詐欺にご注意ください
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広　報　あげまつお 知 らせ
　

10

　　
　
　
　

友
啓

　

曽
我　
　
　
　
　

鈴
太　

東
里
1

　
　
　
　

さ
ほ
り

　

杉
本　

勝
巳　
　

89
歳　

寝
覚
２

　

井
領　

征
信　
　

82
歳　

吉
野

　

松
原　

厚　
　
　

74
歳　

宮
前

　

上
田　

晃
三　
　

87
歳　

小
田
野

　

町
野　

敏　
　
　

67
歳　

本
町

　

木
戸　

計
見　
　

86
歳　

下
旭
町

※
情
報
掲
載
に
同
意
を
頂
い
た
方
の
み

掲
載
し
て
い
ま
す
。

戸
籍
の

　
　
窓

八
月

︵
敬
称
略
︶

お
す
こ
や
か
に

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
し
ま
す

A G E M A T S U

健康増進センターリレートーク　・・・健康とデータ63

上松町　７０．７％　（県　６４．４％）

美：ねぇ太郎ちゃん。今、「上松町ウォーキングイベント」が実施中だって知ってた？
太：もちろんさ！ぼく、歩くの大好きだから、風越山までだってスイスイ歩けそうだよ！
美：あら、意外に動ける感じなのね…。運動って、がんのリスクを減らすことにもつながるし大事よね！
太：それじゃあ、ウォーキングで日本１周できるように頑張らなきゃ！！
美：ほどほどにやるのが大事よ…。

　太郎ちゃんがやる気満々のウォーキング、みなさんは日常の中でどれくらいするでしょうか？
　今回の数値は、国保の特定健診を受診された方で、「１回３０分以上の運動習慣なし」と答えた方の割合で
す。県より割合が高く、１回の運動時間が３０分未満の方が多い状況です。運動習慣が無い方も、１０分ウォー
キングしてみる、家の中で１０分ストレッチをしてみる等、無理なくスタートすることが大切です。慣れてき
たら、以下の１日の平均目標歩数（第2期信州保健医療総合計画より）を目指して歩くのはどうでしょうか？

◎ 男性　２０～６４歳：９，０００歩　６５～７９歳：７，０００歩
◎ 女性　２０～６４歳：８，５００歩　６５～７９歳：６，０００歩

　
　また、結腸がん（大腸）については、運動することで便通が良くなり、便に含まれる発がん物質が結腸にと
どまる時間が短くなることで、がんのリスクが減ると言われています。上松町の死亡原因第１位はがんであり、
がんを予防するためにも運動習慣を身につけていくことが大切です。
　健康増進センターでは、10月以降がん検診を実施します。詳細は個人通知や町内回覧をご確認ください。
昨年度に引き続き、健康チェック測定も行います。

　9月は「健康増進普及月間」と「がん征圧月間」です。ウォーキングやがん検診の受診、減塩、禁煙等、自
分にできる健康づくりの取り組みを、みんなで実践していきましょう。

上松町健康増進センター
保健衛生係（５２－２８２５）

美
林
ち
ゃ
ん

　
　
　（
美
）

　
　
　（
太
）

太
郎
ち
ゃ
ん


